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* 本報の内容は京都大学木質科学研究所第 51回公開講演会 (1996年 5月､宇治)において発表した｡
ただし未発表の内容については本稿では割愛した｡
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れない t`)｡このように大別するとIaが過半数をしめる海藻 ･バクテリアタイプとⅠ′,を多 く含むコット
ン･ラミータイプに分けられることが明らかになったHLlt')｡また220度以上の水蒸気処理により,Iaは
II,)に不可逆的に構造変態する17 tH)ことから, Iノウはlr,よりも熱力学的により安定と考えられているo
海藻のセルロースミクロフィブリル 1本から電子回抑 宝は 撮影すると,図 2Cに示 したような,Meyer-
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の形成,最後にUDP-グルコースを前駆体とした酵素触媒重合ならびに結晶化,というように多段階の生
物的なプロセスを経てセルロースが合成されている｡どのプロセスがセルロースの構造に影響 し,またど
のプロセスが系統進化に密接かが明らかでない塊状では,セルロースの構造から直接的に系統進化を論ず
るのは難しい｡ただし,前述したようなフィブリルの大きさや結晶構造また配向といった構造変動は,ホ
ヤ類の種の分類には有用であった29)｡また高等植物など独立栄養のものはセルロース,カビなどの従属栄
養のものはキチン,自ら摂取する動物は蛋白繊維と,生物界で微細繊維が選択的に用いられていることは
明らかである｡
いずれにせよ,セルロース合成のプロセスは,人がクモの糸をひく機構から多くを学んだように,新し
い繊維材料創出の可能性を含んでいると思う｡ただ単純に数多 くのセルロースの構造を調べるだけの博物
学的な研究にとどまらずに,生物の機能や合成機構解明に役立つ構造学に発展することを期待する｡また
セルロースミクロフィブリルモデルは,原子の位置が決定されたというのではなく,生物のもつ ｢ゆらぎ｣
構造を巧みに盛 り込んだものでなければ巴う｡例えば｢振 じれ｣はその一つかもしれないと考える｡
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